
り1さくし在ち段、

りをもち、事三への脅し 1をご/1)て、

水とtをと土のにおいガいっぱいの住みよい蔀ぴこ!とし輩守

防止体を吉たえ生き生きと鎚吉徳び事くaJびこなし寧菅

老人在大切iこし子どもの事在脅て殺せ絃aJぴこにしま菅

s¥i5告と在霊し文化在高め韓力結あぴこはレまず

みん留で言語しあい きまりを守り 籾るいi!oびとはしtます
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n
U
 

4

苓田
明

i
l

+A' 
釦
争
+
用
車
問
年
抽
出
設
鐙
及
び
管
涯
に
凋
す
る
た
。
市
で
は
こ
の
た
め
、
特
別
会
計
を

減
条
例
的
一
期
間
後
}
北
大
和
青
年
館
い
新
た
に
設
け
、
続
出
世
的
に
子
安
沼
浄
化

一
相
支
援
を
ぷ
特
大
窪
同
年
帥
尚
い
に
改
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

小

め

ま

LP~。
争

布

佐

小

校

世

間

増

後

築

工

事

的

議

会

側

意

義

的

綾

重

量

に

関

す

布

佐

小

学

校

校

舎

要

望

感

{

本

体

る
る
換
制
問
及
び
後
燃
料
品
開
倒
的
…
都
政
統

w

ふ
が
ゆ
…
内
総
践
に
つ
い
さ
、
府
川
関
係
ぶ

村

総

主

主

主

手

議

託

、

糸

襲

警

条

約

を

き

ま

し

々

祭
船
内
が
山
続
的
問
き
れ
ま
し
た
(
入
》
林
終
に
よ
れ
は
、
機
お
制
闘
争
入
札
い
い
よ
っ
た
も

雑
つ
い
て
は
、

4
出

に

〉

の

で

、

料

開

約

金

鍔

門

主

権

ヤ

5
7
0
0

A
A

争
療
事
爽
必
浄
化
務
機
特
別
会
計
串
倒
万
円
で
み
9
0

の
出
制
定
感
や
流
域
5
市
3
町
で
は
、
品
砂
齢
鳳
官
鳳
議
総
閥
的
滋
緩
む
つ
い
て
市
議

手
爽
沼
本
孫
請
掃
除
の
警
埠
や
ア
オ
コ
会
議
良
町
な
か
か
ら
お
等
佼
都
民
か
良
市

め
師
四
分
な
と
ふ
し
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ば
れ
ま
し
た

E

h

一
年
内
討
は
~
耳
目
立

て
ブ
ソ
シ
に
u

開
制
斜
路
和
十
蜘
閉
4
間
開
市
調
会
定
例
会
が
昨
年
同
月
8
図
ム
ー
ら

n
g乏
小
、
開
開
庁
れ
ま
し
た

g

常
識
制
品
倹
湾
総
後
に
伴
う
率
制
的
数
俗
、
市
叫
地
裁
緩
め
然
慾
‘
災
止
、
事
務
沼
浄
化
に
向
け
て
の
特
別

統
的
数
綴
、
十
特
般
小
時
十
牧
師
嶋
敬
総
本
織
の
総
漁
師
側
約
な
ど
に
附
附
す
る
げ
機
擬
が
可
決
然
設
し
ま
し
た
。

一
潟
、
臨
桝
州
問
念
総
吋
時
総
数
機
織
的
ハ
慌
級
殺
紙
、
お
よ
げ
学
的
隊
機
、
。
哨
称
的
安
徽
試
に
つ
い
て
は
、
機
内
制

緩
裁
と
な

η
ま
し
た
(
糊
剛
務
総
聯
4
一闘に〉

n

ま
亡
、
市
端
端
会
糟
制
裁
に
野
山
山
花
脳
内
氏
、
問
問
削
削
織
阿
世
に
岬
同
行
叫
余
波
及
が
滋
ば
れ
た
ほ
か
、
高
義
悶
悶
常
的
幾

同
鈍
長
、
同
副
委
員
長
、
委
員
が
新
た
じ
決
ま
り
ま
し
た
。

な
ど
様
々
で
す
が
、
避
け
絡
え
た
蛸

は
み
な
終
段
そ
う
c

棋
倒
時
績
は
次
的

と
お
り
千
す
a

ソンに500人がカ

叫

W
5
2
8お
が
納
蹴
蹴
W
C
O
等、

を
叫
闘
い
ま
し
た
ね
ひ
ふ
叫
松
同
地
・
関
駅
子
(
料
判

当
E
R
は
、
同
情
天
然
本
小
6
阜、

3
分
知
砂
川
大
会
新
}

間
柄
拘
崎
市
お
の
コ
ン
ラ
ム
ヤ
中
学
生
闘
力
L
I

鈴
木
憾
太
(

{

M

山ω

ィ
ン
ョ
/
。
蕊
午
，
中
3
年、

9
分
間
件
川
大
会
新
)

絞
A
H
教
育
長
め
と
ス
会
中
学
生
女
子
中
市
澗

7
(布
佳

子
ル
の
A
H
m
凶
で
小
学
中
2
年
、
?
分
釘
秒
削
)

生
1
加
の
舵
叫
が
ス
タ
む
一
日
祝
男
子
凹
島
幸
中
山
(
布
佐
、

ト
寸
絞
い
て
中
学
ザ
仙
吻
崎
、
泊
分
刊
日
秒
間
)

殺
打
線
門
馬
3
M
M

，
机
悦
女
チ
渋
谷
じ
ん
チ
(
久
保

次
2
W
)
、
…
仇
m

m

w

H

引
分
4
砂
川
~

い

閉

め

内

総

が

、

潟

之

内

成

削

除

〈

殺

す

川
町
務
総
絞
殺
…
斜
か
い
り

マ

感
い
よ
く
品
川
び
燃
し

ま
し
た
。

力
走
す
る
人
、
品
市

出
ヲ
も
っ
て
老
る
人

カ軒、，符i
出来時 Jヒ
る年内
こは 43 
と、品1え
で き
しり 42 
よ lニ 伝子
'J !T 
く 刊
グ 00
中、
r、
ム

薪数

一
円
払
主
政
梓
)

副
れ
十
氏

「同
U
U成

氏

委

員

会

の

新
し
い
構
成

決
ま
る
(
敬
喜
〉

V
総
務
企
衡
常
任
議
回
開
曾

議

孫

娘

市

川

誠

ぷ

制
削
減
慨
雌
阿
鱒
削
減
波
形
鰐

斡
情
説
問
h
m
将
校
則
判
桜
融
情
務

州
胤
肉
同
州
川
胤
附
茨
件
特

楽

山

栄

千

鶴

急

務

久

留

v
文
紋
様
社
常
任
議
員
会

委

員

長

山

崎

占

平

副

委

員

長

秋

谷

明

委

員

飯

塚

民

間

吉

松

島

洋

小

熊

築

努

坂

巻

頭

山

本

忠

雄

吉

綾

子

箪

マ
社
余
徹
悠
常
経
幾
雌
閉
会

崎
明
凶
闘
幾
市
川
滋
三

制
附
純
明
醐
問
附
慨
ん
wwm開
城
一

純
明
同
調
付
刊
拍
刷
新
潟
村
上
波

町
仲
山
光
朗
内
線
持
…
太
淡

大

谷

判

例

…

小

林

滅

後

甲
療
品
開
土
木
常
経
委
員
合

委

員

長

佐

々

木

毅

治

副
委
員
長
私
怒
山
吉
夫

委
員
佐
久
間
間
忠
捕
時
津
田
宗

大

井

一

叫

時

間

間

後

平

出

松
本

県
で
は
昨

昨
年
、
県
で
は
オ
T
J
パ
イ
の

事
故
で
死
亡
し
た
人
が
田
名
、
負

傷
者
が
3
4
5
4
名
で
し
た
(
吋

年
波
同
月
間
日
現
在
、
出
叩
努
発
表
、
ゐ

一
昨
年
与
え
べ
、
死
亡
者
は
間
同

数
段
っ
た
も
の
内
、
角
川
向
者
は
、

4
7
0
入
門
約
日
%
〉
出
哨
加
し
ま

し
炉
、
ニ
れ
に
仰
げ
い
、
バ
イ
ク
間
関

緩
め
死
亡
事
故
は
、
交
漁
師
凡
℃
事

政
全
体
的
I
L
J

に
も
な
り
渓
し
た
同

年
齢
別
で
白
川
あ
と
、
自
動
一
一
輪
は

や
は
り
拍
歳
未
満
が
多
く
、

4
人

に
3
人
は
こ
の
若
い
命
で
し
た
〆

市
て
も
、
昨
年
暮
、
若
松
で
ロ

哉
の
の
J

年
の
ご
人
乗
り
ハ
イ
ク
庁
、

車
用
車
と
街
突
し
、
後
ろ
に
来
勺

て
い
た
世
年
が
℃
〈
な
る
と
い
う

締
ま
し
い
事
役
が
あ
り
ま
3
V

た
2

介

i

}
ハ
柑
総
攻
守
リ
が

( I湾 6El、志向での基義援}込安全量護憲去を心がけよう

的
名
が
死
亡

、
フ
ニ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

a

ミ
ニ
バ
イ
ク
も

気
を
つ
け
て

街
め
主
か
で
、
ミ
一
一
パ
イ
ク
(
回
目

め
紋
付
バ
イ
ク
)
を
よ
く
見
か
け
ま
す

u

特
に
、
主
緩
め
ち
の
バ
イ
ア
和
一
期
に
は

や
ツ
ナ
;
が
、

い
あ
り
ま
す
い

ミ
ニ
バ
イ
ク
を
誠
一
転
す
る
み
な
き
ん
、

÷
分
お
気
を
つ
け
く
だ
き
い

P

唾
ミ
ニ
，
ハ
イ
ク

213 



l 山口 l 

んへ

ら

明、ω.びあ

市
で
は
、
母
子
家
a滅
的
緩
さ
ん
に
対
し
、
体
一
漁
料
湘
滋
一
告
は
じ
め
お

機
平
剥
一
的
支
給
、
榔
R
A
滅
的
焚
し
付
刊
吋
等
告
一
作
っ
て
い
ま
す
が
、
命
随

時
、
そ
の
中
か
ら
主
な
ら
的
令
ご
持
制
介

L
ま
す
α

ニ
的
問
同
か
に
、
慰

問
問
口
問
、
入
学
税
金
等
も
あ

η
ま
す
の
で
、
血
同
玄
年
制
蹴

ιな
も
れ
た
方

出
総
篠
田
母
子
援
投
惜
抽
選
時
同
か
光
凝
議
縫
理
問
ま
で
ご
遼
絡
く
だ
さ
い
a

扶
養
手
当
の
支
結

父
の
い
な
い
匁
京
、
ま
た
は
、
父
が

い
な
い
と
問
何
回
開
め
状
態
に
あ
る
開
児
童
に

つ
い
て
、
そ
の
ゑ
衰
を
議
議
す
る
母
ま

た
は
後
湾
設
に
だ
し
、
手
当
を
支
給
L

m
応
時
滅
的
…
瓶
投
の
増
進
を
市
凶
る
こ
ξ
を
白

山
町
と
し
た
判
制
度
て
す
。

。
対
談
と
な
る
泥
縄
艦

吋
同
夜
傘
絞
め
匁
輩
一
‘
ま
た
は
却
場
最

滅
的
心
身
に
中
皮
以
上
め
脇
陣
盟
問
の
あ
る

時
品
設
で
、
次
め
い
い
?
れ
か
は
一
政
高
山
、
ず
る

山
内
山
成
約
療
機
核
燃
じ
あ
る
市
市
山
紙

山
間
父
か
ら
一
年
以
上
必
級
事
れ
て
い

る
党
滋

出
向
父
が
法
令
い
い
よ
り
…
年
以
上
前
仰
帆
航

さ
れ
て
い
る
兇
笈

川
山
児
殺
が
、
父
に
支
給
諮
れ
る
際
議

郎
会
略
的
鎖
的
加
W

件
付
税
、
と
な
っ
て
い

川
川
児
殺
が
、
父
ま
た
は
般
の
化
じ
い
い

F or Alien Residents 

外撞入の方も

各種手当が受けられます

母
下
泌
総
出
制
執
州
m
R
は
、
母
子
家
滋

め
は
球
術
的
な
附
同
凶
組
、
削
お
戒
め
級
学
位
戦

終
的
附
附
附
組
、
そ
め
は
か
身
の
ふ
判
制
淡

な
ど
、
出
付
中
仏
魚
体
的
に
必
畿
な
齢
世
帯
に

あ
た
る
制
閉
鎖
肉
料
で
す
。
ト
神
淡
式
問
磁
器

8
時
給
分
か
ら
州
閣
総
も
お
悦
け
付
け
て

仰

m

金

の

山

黛

し

借

け

州

委

主

獲

し

て

い

る

箆

雲

言

霊

室

・

主

継

続

ん

総

支

度

れ

い
女
F
内
、
印
税
滅
的
問
問
目
立
を
滋
け
、
生
伎
宅
・
技
能
活
得
。
転
宅
弓
修
学
4

修
『
」

治
意
欲
的
時
間
設
を
的
凶
ハ
ヘ
憎
ん
帯
果
的
慾
社
業
・
稔
学
支
度
・
療
養
e

生

活

れ

合
数
激
す
る
た
め
の
指
片
品
戒
を
役
し
付
け
続
行
制
お
よ
ザ
償
還
期
間
。
利
率
等
あ

る

制

削

疲

で

す

。

は

、

各

資

金

は

よ

り

巽

な

り

ま

す

の

で

、

吋

」

然

対

毅

然

へ

お

開

問

い

A

札
口
わ
止
甘
く
ど
久
々
い

u

F

紛

議

糸

滅

的

子

晶

化

村

間

後

し

て

い

る

食

慾

脇

町

け

付

け

一

什

総
意
け
付
け
と
い
ま
す
が
、
平
成

a

お
初
に
お
申
し
込
み
く
だ
詩
い
。
川

峨
時
子
総
数
働
慨
滋
副
院
は
‘
珠

子
制
制
州
制
問
到
に
協
力
し
、

U
M
城
、
川
地
下

決
象
的
身
近
に
い
て
、
そ
の
総
絞
総

事
と
な
る
人
で
す
。
中
市
内
各
地
域
以

訴
人
的
紙
切
手
間
隔
札
也
被
滋
路
が
絞
澄
怒

れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
泌
総
に
も
親

身
に
な
勺
て
鮮
決
に
カ
存
続
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
気
前
町
に
よ
制
制
緩
く
ご

さ
い
a

wvm同
い
合
せ
回
児
童
家
縫
諜

級
品
買
特
資
金
的
機
綴

開
織
間
関
条
約
機
係
欲
的
織
り
に
よ
り
、

務
内
お
お
絞
ま
い
の
外
関
人
め
だ
も
、

料
相
た
に
出
品
綾
子
喝
、
滅
後
争
点
一
一
、
山
明
悦

仲間織常事
T

議
、
柏
村
総
見
双
校
勝
手
指
一
歩
必

け
る
こ
止
が
で
き
る
よ
~
?
に
な
け
ま
し

た
“
該
当
す
る
人
は
次
の
と
お
り
℃
?
回

殺
し
い
こ
と
は
、
出
品
単
越
中
部
総
務
ま
た

は
経
放
課
へ
お
同
州
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
一
段
幾
L
牟
い
人

お

持

品

当

す

る

人

的

統

光

・

盛

義

・

ス

ポ

ー

ツ

務

銭

外
国
λ
登
昨
日
ま
第
2
条
第
E
現
に
続
的
訪
問
阿
見
学
・
議
関
ま
た
は
会
合
へ

定
す
る
外
国
人
一
日
本
的
国
籍
を
有
し
的
参
加
業
務
連
絡
、
そ
の
他
こ
れ
匂

な
い
者
の
う
ち
、
出
入
国
管
理
令
円
規
に
開
仰
す
る
口
的
を
も
う
て
、
短
期
間

中
止
に
よ
る
仮
上
廷
の
許
可
、
寄
港
地
上
日
本
に
滞
在
し
よ
う
と
す
る
人

陸
の
許
可
、
観
光
の
た
め
の
通
過
上
陸
川
臼
本
国
内
で
法
制
・
揖
芸
・
損
事

的
許
一
則
、
転
船
上
持
の
許
可
、
緊
急
上
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
池
町
興
業
を
行
お

臨
時
的
許
可
法
び
ホ
臨
時
に
よ
る
よ
傾
向
許
う
と
す
る
人

可
を
受
け
た
春
以
外
何
者
)
で
あ
っ
て
‘
間
的
お
よ
び
例
以
外
的
者
で
、
在
留

問
問
法
い
い
暴
ヴ
く
登
録
を
行
っ
て
い
る
人
期
間
が
緩
く
、
生
活
的
本
誌
が
同
ロ
ネ
露

で

あ

る

こ

と

ド

内

に

あ

る

と

は

認

め

緩

い

人

勝
災
は
自
遠
の
手
か
ら

童
、
ま
防
災
舎
を
組
織
噺
一
品
目
い
は
庁
長
日
一
一
ん

皮
肉
間
以
ご
主
人
が
中
心
と
な
っ
て
家
後

を
は
吋
大
地
ぷ
散
で
火
災
が
ほ

う
ぽ
う
で
発
生
し
た
場
合
、
ん
パ
え
渦
鴻
や
泌

総
務
総
綴
な
ご
が
哨
地
時
間
さ
れ
と
り
、
明
情

〉
ワ
ん
お
動
体
制
制
に
交
M

慨
を
き
た
す

か
自
ら
の
手
で
災
害
か
ら
街
を

守
ろ
う
u

湖
北
古
叩

γ
日
自
治
会
で

ι、

昨
年
ロ
月
即
日
、
自
主
山
間
炎
会
的

也
品
会
式
を
行
い
ま
し
た

a

こ
れ
は
、
大
患
お
な
と
約
災
警

に
よ
り
、
中
巾
内
各
所
で
進
出
陣
惜
倒
壊

や
火
災
が
臨
判
定
し
た
場
合
、
消
印
問

同
吉
・
消
防
間
閉
山
の
活
動
が
詩
げ
ら
れ
る
怒

れ
が
山
山
る
こ
と
号
、
通
T

品
括
的
火
災
で
も

h
w
州
出
拙
出
火
が
非
意
に
大
mw
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
澄
由
か
ら
、
出
口
主
務
災
径
数
づ

〈
つ
が
急
が
れ
て
い
た
も
の
で
す
e

湖
北
ム
口
ぬ

r
g出
国
主
総
災
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
出
抑
制
措
務
、
哨
問
先
制
刷
、
選
総
数
議

問
問
、
仇
招
致
絵
本
鋭
、
待
問
抑
制
酬
に
分
れ
て

山
川
山
見
燃
が
、
児
市
枇
附
帆
符
枕
崎
設
や
印
刷
抑
制

に
羨
吋
託
さ
れ
て
い
る
と
き

内
w平
山
一
世
間
お
よ
び
支
給
時
期

*
流
布
県
1
人

月

総

3
1
、

2
0
0
m円

*
児
烹
記
入
月
総
Q
J
6
、

z
o
o
m円

山
間
父
町
生
党
が
明
ら
か
で
な
い
児
寄
*
児
寧
3
人
以
上
町
場
介
は
、

1
人いい

例
議
艇
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
、
父
っ
き
、
月
報
2
0
0
0
問
加
算

の

認

知

を

受

け

て

い

な

い

児

童

手

当

は

、

毎

年
4
月
、
8
丹
、
犯
丹

時
棄
党
な
ど
で
、
出
生
内
事
情
が
わ
の
3
闘
に
分
け
て
、
各
月
円
前
月
分
ま

か

ら

な

い

児

童

で

を

郵

便

局

内

窓

口

で

支

払

い

ま

す

0

0
文

総

務

限

む

諮

求

手

続

は

次
的
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
白
児
童
扶
養
手
当
は
、
受
給
資
絡
の
あ

ω絡
ま
た
は
養
育
者
が
、
図
民
年
金
る
人
的
請
求
に
基
ワ
い
て
県
知
事
が
認

淡
に
基
づ
く
脇
陣
寄
裕
社
年
金
お
よ
び
、
定
L
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

悲
品
開
港
祉
年
余
以
外
的
公
的
年
金
給
付
拾
し
ま
す
と

争
受
け
る
と
と
が
で
き
る
と
き

勺
J
U判
M
i
l
l
i
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

叩在
2
・d
襲
鹿
生
濯
概
観
欝
翻
一
一
同
謹

「
l

|

|
ゆ
時
ル
時
け
!

机
時
マ
ヤ
淡
絞
め
生
泌
を

dw従
容
抄
初
、
金
制
蜘
尚
開
鼎
却
の
な
い
女
子

誠
治
献
欲
的
助
淡
を
ぬ
附
る
均
的
的
資
殺
を
。
貸
付
議
件

問問

L
付

け

み

制

緩

マ

ナ

。

叫

v
務
総
側
捌
吋
N4h附門

んゆ判別品融

wv
綴
線
開
組
問
問

3
部
門
。
か
悶
付

別
総
来
縦
約

mm縦
令
部u

脅
し
て
い
る

V
鍛
え
簡
単

6
か
玲

J

w

v

利

市

中

部

3
%

9
ん

品
μ

、
ゅの信

州
翻
制ph 

合
管

部
向

宮越冗
一切号顔のんみシ

'
h

るて膏ム
H
MO

 

品
多
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6
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だ
れ
も
が
淡
大
絡
を
縫
い
w
w
な
せ
る

ニ
と
か
ら
金
銭
仲
山
側
関
先

詰
中
中
川
仲
間
災
会
と
い
っ
と
も
、
大
げ
さ

な
も
の
ぞ
は
な
く
、
機
久
明
日
一
安
後
い
こ

な
す
こ
と
か
ら
鈴
め
ま
す
a

そ
れ
に
よ

り
地
視
さ
ん
の
の
白
闘
志
防
災
必
に
対
す
る

間
関
心
が
治
ま
れ
ば
な
に
よ
り
て
寸
。
大

地
渓
で
は
、
本
と
食
軒
が
本
当
に
大
切

な
の
で
、
こ
こ
1
、
2
年
の
う
ち
に
、

軒
出
口
町
井
戸
に
万
ソ
リ
ン
で
動
〈
そ
3

タ
i
を
付
け
た
り
、
最
低
1
臼
は
権
保

で
き
る
食
料
産
を
設
遣
す
る
子
定
で
い

ま
す

4

ニ
れ
に
は
、
資
源
一
世
紋
代
金
を

積
み
立
て
て
当
て
よ
ヲ
と
怒
っ
て
い
ま

-阿丹
8
町
、
小
・
中
学
校
、
均

だ
等
学
校
で
は
、

3
学
問
掛
か
ス
タ

I

J

川
ト
と
ま
し
た

e

い
し
か
し
、
中
学
・
叶
同
校
内

3
年

い
れ
念
日
い
と
勺
て
は
、
品
Y
綴
が
日
向
仲
間

叫

m

l
例
川
口
段
か
ら
叫
す
ゐ
淀
川
判
長

抑
制
執
ウ
ム
級
人
事
総
験
者
皮
切
り
に
愉

潔

Z
M丹
は
千
線
級
官
淑
際
紛
と
獄
中
仏

い
山
必
絞
め
入
学
液
検
が
統
お
お
ま
す

O

M
ハ
ニ
こ
久
妻
小
中
一
枚
や
え
は

い
U

と

ん

ど

内

定

票

、

皇

内

で

験
と
も
に
ニ
れ
ら
私
沈
肉
校
今
後
験

パ
し
ま
す
ッ
こ
め
た
的
、
冬
休
み
も

胤

平

均
5
i
6

高
勉
強
し
打
差

パ
が
多
〈
、
な
か
に
は
毎
日
刊
時
間

宅も
柿
制
強
し
た
と
い
う
生
徒
も
い
ま
し

毒
A
FA

た
a

お
体
に
気
を
つ
け
て
、
最
後
円

迫
い
込
み
覗
伝
っ
て
く
だ
さ
い

J
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昭
和
時
存
分
所
得
税
の
臨
時
定
申
告
の
待

期
〈

2
月
日
昨
日
か
ら

3
月
日
臼
ま
で
)
が

近
づ
き
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
i
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の
場

合
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
年
末
譲
繋
で
授
除

を
浸
け
、
そ
の
ん
停
の
所
得
税
の
納
税
が
完

了
し
ま
す
。
し
か
し
、
雑
損
控
徐
、
医
療
費

控
除
、
住
宅
取
得
投
除
な
げ
は
、
年
末
瀦

整
で
控
徐
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
総
定
出

血
肉
に
よ
っ
て
授
除
さ
れ
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
渓
っ
て
き
ま
す
。

サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
方
で
、
所
得
税
の
澱

付
申
念
品

M

予
定
し
て
い
る
方
は
、

inか

ら
受
付
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
出
申
告
し

て
く
が
ん
浅
い
ο

所
得
税
の
潔
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
条

紹
介
し
ま
す
。

雑

民
一
川
年
以
、
台
思
に
よ
る
ん
心
叫
札
口
か
あ
り
実
山
間
?
総
炉
年
間
所
得
点
u
m
A苅

ト
…
ま
し
た
ι

ん
も
お
ベ
円
余
や
匁
附
は
絞
を
包
去
に
と
き
、
そ
の
鐙
え
た
ん
必
泌
を

ど
一
虫
記
長
け
ま
せ
ぷ
で
し
と
か
ー
ま
た
、
所
得
か
ら
↓
売
し
む
く
ニ
と
が
で
き
る
も

同
一
火
災
め
ほ
殺
ら
ど
に
よ
け
多
何
倒
的
問
中
め
で
す

一
夜
を
絞
り
ま
そ
ノ
ハ
で
し
た
よ
力

J

た
だ
し

Mm川
是
認
と
MK八山訟は
W
N
7
M
4

)
一

つ
り
一
機
以
仲
間
身
と
ま
、
ニ
札
ら
川
口
災
お
え
一
校
し
と
外
資
遣
に
つ
、
品
川
四
五
分

(
?
 

ラ鈴

護
持
申
告

今
月
か
ら
受
付
し
て
い
ま
す
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て
世
間
々
な
ケ
j
え
が
出
て
き
ま

す
の
で
こ
銃
殺
く
だ
さ
い
。

ま
れ
九
、
山
相
変
や
宝
石
な
ど
mM
常
生
活

に
判
明
常
必
要
で
は
な
い
資
産
め
担
問
警
は

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
い
ベ
総
務
同
年
分
の
一
所
得
金
額
か

4
0
0
万
円
以
下
約
万
が
、
災
川
県
ロ
に
よ

り
住
宅
や
叡
財
に
同
損
害
一
事
長
け
た
機
台

は
、
災
答
減
免
法
に
よ
ゐ
税
金
円
減
免

こ
内
総
領
殺
除
と
の
う
ち
.

〈
添
付
時
髄
儲
醐
V

A
V
稔
与
所
得
的
源
泉
徴
収
票

品
市
り
災
級
明
密
主
と
(
駄
常
務
、
川
閥
均
哨
者

約
紘
明
、
，
さ
か
の
ぼ
っ
て
証
明
書
は

治
ま
せ
ん
)

幸
市
消
擦
を
え
け
た
金
持
酬
の
明
総
務
な
ど

〈
火
災
保
体
間
金
な
ど
ご
補
て
ん
さ
れ
た

令
裕
を
総
べ
て
お
い
て
く
だ
き
い
)

ら
か
有
利
刊
な
方
者
一
選
ぶ
私
)
と
が
で
き
ま

すむ

歯
切
売
主
が
祭
る
仰
に
引
き
結
い
て
3
年

以
上
続

w
h
か
つ
議
絞
め
日
以
前
、

2WTM以
内
に
続
役
し
て
い
た
も
の

@
山
山
年
以
内
に
新
築
さ
れ
た
も
幻

@
添
附
邸
内

1
回
当
た
り
め
献
協
定
資
産
相
此

郊
郷
鋭
カ
ア
一
刀

7
ハ
voomn以
下

rあ

ヲ令二曹と
別
小
口
!
ン
時
世
絵

以
k
の
袋
内
い
…
紋
巾
mmL
、
定
制
削
除
川
市
伴

か
一
一
告
す
げ
い
り
れ
る
十
々
で
、
役
得
総
人
安
全

会
一
政
郊
の
す
日
収
機
間
判
な
ど
カ
り
式
的
条

叶
相
会
り
た
万
川
川
、
郡
長
司
3
乃

m，
S…

の
館
の

選
句
串
告

昨
宇
中
心
、
仲
同
名
を
新
築
し
允
り
、
除
が
dux
け
ら
れ
ま
す
ν

新
築
ル
比
叡
を
銭
入
ま
た
は
中
治
伐
宅
。
滋
消
務
総
は
叩
年
以
上

寸
官
級
担
押
し
わ
一
車
が
、
次
的
要
件
げ
に
議
お

φ
年
間
の
汲
汲
材
料
が
初
万
円
を
的
悶
え
る

す
る
場
合
は
、
山
泌
総
一
1
万
7
0
0
0
m門
な

お

伐

心

U
A常
一
融
公
原
や
机
制
緩
先
か

の
品
川
縁
か
4
1
け
ら
れ
ま
ナ
ゅ
ら
め
後
生
ぃ
貸
付
は
対
教
に
主
り
ま
せ
ん
お

め

新

終

的

場

合

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

@
家
障
の
味
?
間
叫
聞
い
か
日
目
ぽ
以
上
1
6
5

〈
添
付
愛
媛
〉

併

以

下

傘

絞

り

記

簿

謄

(

行

〉

本

A
V

取
市
押
廷
6
か
月
以
内
に
入
腎
し
、
勝
間
帯
住
足
掛
川
町
涼
し

持
JHAえ
り
み
年
内
ロ
月
訂
司
令
か
で
引
き
争
傾
向
紙
徴
的
拭
曲
川

本
人
や
滋
絞
め
方
が
病
筑
い
い
な
り
、
晶
状
品
開
な
ど
の
総
入
品
目
絞
い
て
皆
往
し
て
い
る
こ
と
争
中
古
住
宅
約
場
合
は
こ
の
迂
カ
に
悶

駁
様
相
拭
を
支
払
勺
た
場
合
、
そ
め
泌
が
(
以
主
刀
む
の
は
緩
没
、
殴
制
的
約
機
、

φ
筏
除
糸
、
受
け
る
年
内
所
得
が

8oov
存
住
宅
溢
明
市
鮮
や
掛
治
家
内
災
時
間
琳
出
向
特
約

鴻
品
5
湾
問
門
を
州
耐
え
る
と
、
そ
め
綴
え
指
示
が
釜
本
と
な
ワ
ま
す
の
そ
ニ
仲
間
窓
万
円
以
下
書
な
と
、
ま
た
家
星
川
町
淡
側
証
明
書

た
部
分
的
合
泌
が
所
得
金
淡
か
ら
段
除
く
た
尽
い
二
窃
中
合
住
宅
の
嶋
崎
脅
{
料
品
期
的
場
合
め
命
ロ
;
ン
役
除
の
吟
へ
口
、
き
門
に
松
本
級

事

れ

ま

す

。

な

お

、

美

終

的

y
k
m
や
鑓
臨
席
診
総
合
ど

3
つ

の

嬰

件

に

加

え

て

)

的

取

得

付

制

制

空

間

ら

か

ιす
る
然
減

毒
物
日
に
は
、
言
言
主
総
に
の
資
制
ぺ
総
務
揃
還
の
た
め
の
た
タ
ミ
長
簿
外
日
以
煎
に
l
年

以

ふ

警

な

縁

寺

町

場

合

、

総

務

か

ら

の

童

文
右
2

た

検

出

常

時

苧

人

災

伐

の

ば

か

に

、

〆

山

間

な

ど

は

該

九

し

ま

せ

ん

。

ま

た

、

的

議

筏

対

同

州

統

開

設

}

と

金

曜

品

開

問

問

か

次

的

ょ

っ

な

蓋

焼

、

治

療

に

必

要

な

支

出

様

、

そ

の

絞

め

的

事

な

と

に

つ

い

て

ら

の

渋

滋

金

等

証

明

君

払

い

も

終

漁

し

ま

す

社

会

部

時

間

や

共

液

組

合

な

と

か

ら

分

崎

キ
約
機
、
療
養
に
必
酬
明
な
隊
議
門
前
の
続
殺
や
山
山
意
向
日
が
支
給
さ
れ
た
時
金
は
、

入

管

補

て

ん

会

と

な

り

匂

そ

丹

一

甘

は

殺

し

ぶ

串
あ
ん
ま
、
は
り
、
三
一
巾
フ
な
と
内
総
カ
れ
ま
す
。
必
ず
調
べ
て
お
い
て
く
た

い

伶

料

品

い

“

A
中
山
防
帥
世
口
町
行
川
崎
州
制
な
2
的

資

制

哨

〈

燃

料

刊

機

蛸

鵠
V

晶
山
山
液
晶
拭
川
崎

A
V
消
印
投
機
収
紫

争
入
院
月
間
出
足
代
〈
燃
泊
料
叫

y
ト
削
刊
寸
傘
医
療
品
目
な
ど
の
減
収
総
(
領
収
絞
め

舟

判

事

代

な

い

持
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昭和57年度一般住民結核健康診断のお知らせ

本年疫のー殻住長結核健康診艇を議直日程のとおり実描

いたします。

この健訟は、法的lこ義務づけられたものですので、学校、

職場等で受けていない方誌、都合のよい会場を選んで必ず

受診してください。

なお、婦人がん検診も同時に実路いたします。

次回の「鰭康智理課だより」辻 2丹訪日号に折り込みま

すので、お見逃しめないようお麟いします。
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き設診の論議事端

タス〈ズボン)の務衣はさげてください。

ぶ.長!.biどの方jま検主筆2互に入ったら審議会迭におしおでくださ

2. 

緩め淡じようはさけてください。

ま-せんaウe 主主滋rt・主主緩やでもさしっかえあ

結果の 通知

イ三沼紛よ

つr えで?

011i!ll]村の各担当課におきさください。

Q:fij!{ll昔検恋が必要と言われた方は必ず協会で総検惑と告をけでください。

。トリコモナス、カンジダのある1f1立自党按状(絞りもの・かゆみ等)があり不愉快と

思われる方のみ近くの婦人科で治療してください。

異常なし

治療不望号

療

検

千雪霊祭主すがん協会(この事、は五年潔保存いた

皆様本日は御苦労さまて'したa

この検奈は「呉7おなしJ のt1却とをj割符し、安心てふるためのものぐすから、おう"縫;ニ受診し、又事き采を?キ

つr~Ij もあまり深刻にならないてwード苦い。

今日の医学の紋先端を行く倹捻1J'i!Cが取り入れられて1詩 1) 、検出総皮はおく米粒のちぎ{立の小さい総てゆも y~

っかる19IJが少なくおりません。無液状グ〉人てい初期総が見つかり、手術で全快した多数の人j主がJe気て'1i9Jいて

おワますa

ところてa女性Lこ車交も苦手い燃はそp'~燃と幻ヲ認です。そのJヂメf1:邸内日0%以上を占めるのが、子宮駅f自で、本日

行った検診はこので子i芸鍔il認を検出するもめそす句チ銃器民自主以外Jこも女性的かかる絡はあリますので、少して“

もEl1主主主Aえがみれば、先立寄グ〉農産話器懇話国選“ごさを診する予?1fj立をつけましょう。

L 

2. 

ムロ;
 手11

勢

。

り

l
i
j
と
:
;
:
り
:
:
;
せ
;
:
;
ん
;

一殻生氏結技能濃訟新自程表

}~ 日 曜日 丹 臼 d2L 2ミ 場

3月23E3 ゾく 3月30日 火

11 24日 7K 水 第二小

11 25日 木 水 布告

11 26日 金 金 第四小

11 27日 土 土 第三小

I! 29B 月 Ii S日 j月; 市 民

見詰胸部X線のみを希望する方l土、午前中は

;箆み合いますので、午後をご利用下ざい。

‘実施時間砂

員提総人手Ij.を受診される1f泳、スラックス実質

をさげて、必ず受診しやすいスカ…トで

ねいで下さい。
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‘i主意険
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@結核健診及び、婦人科検診結果年齢別状況 (55年度)
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